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Lイムぺヂン1現象及ピ煮沸免疫元ノ研究

烏 潟 隆

Die Erforschung iiber das lmped:n und 

das Koktigen. 
Von 

Prof. Dr. R. Torikata. 

」fムペヂン1 現象 ト日フノハ凡テ生物接的現象（例へパ沈澱反彪ー程11鰭結合反感・喰

菌作用•1/i：韓ノ生産・免疫ノ ：喪生等）ニ際シテし生態ノ抗原寸 テ使用スル ヨリモ L煮沸抗

原寸テ使用スル1iガ反感ガ強度ニ起JI-ト言 フコトテ指スモノデアル。言葉テ換ヘテ言へ

バL生抗原寸ヨリモ L煮抗原「ノ方ガ抗原トシテノ能働力方・大デアルト言フ事寅テ Lイム

ペデ ン1現象ト約言 シタモノデアノレ。

此ノ揚合ニ抗原テ煮沸 シタカ ラトテ抗原能働力ガ絶針i質トシテ 珂準スJレモ fデハナ

イ， 唯ダ生抗IJ]i中ニハ抗原能働jJ7阻弐：スル物質ヵ・含有サレテ居Jレカ’嬬ニ，却ア効果

ガ弱ク， 煮抗原デハ此ノ阻止的ニ作用スル物質ガ破却サレルカラソレデ相針的ニ効果

ガ大トナ JレモノデアJレコトガ立謹サレテ居 Jレ。

ソレ故ニ生抗原中ニハ第一，覧ニ抗原トシ テ作用スJI-物質ト。第二，此ノ抗原作用

子阻害スル物質トノ 二種ガ合有サレテ居 ツテ煮抗原デハ第一ノ物質ハ依然トシテ保穿

サレテ居ノレナレドモ第二ノ物質ダナガ熱デ破壊サレタ Jレモノト考ヘヰパナラヌ。 此ノ

第一ノ物nト言フノガ抗原（免疫原）物質デ類脂蛋白開デ耐煮沸性強大， 第二ノ物質 ト

言フノカ寅ハ此ノ 類脂蛋白骨豊ニ附帯 シタ作mデ耐煮沸性甚ダ微弱ナモノデアル。 此ノ

第二ノ物質(g(Jチ類脂蛋白開ェ荷ハレタ勢力jノコト テ」イムペヂン 1ト呼プ。

此ノ L-fムペヂン寸現象ハ従来知ラレア居ル細菌／ 殆ン ド凡テニ就テ立謹サレJレニ至

ツタ，破傷風・質扶的里等ノ毒素中ーモ明白ニLイムペヂ ン1ガ含有サ レテ居 JI-, 7 タ紅

犬病・天然撞ノ如ク停染性疾患デアルガ， 病際微生物ガ不明ナモノニデモ Lfムペヂ

ン寸ハ￥明ニ立誼サレテ居 Jl-o Lスピ円へータ・パルリ ダ「モ亦タ L-fムペヂン1 テ産出

スル。

ソレデハ如何ナ Jレ生物ガLイムペヂン1ア産生シ， 如何ナル生物ガソ レテ産生セヌ カ

ト言 フ疑問カ’起ノレ。青柳講師ノ研究デハ非細菌性毒素ノ代表者トシテLコプラ「毒・ Lリ

チン「等ーハLfムペヂン.， ）痕跡ダモ無4コトガ明白 トナツタ。

ソレノ iナラス・此等非細菌性ノ 育：素及 ピ非細菌性無毒性類脂蛋白閥ノ抗原性能働
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力ナルモノハ煮沸ニヨリテ非常ニ減弱ス Jレモ／デアJレコトモ毎々明瞭トナツタ。従テ

細菌性J蛋白類脂腫ト非細菌性ノ蛋白類脂髄トテ鑑別シ得ルーツノ；根操ガ牛lj明シテ31ミ

タ。 IWチ

第一。」イムぺヂン「現象ガ陽性ニ立謹サレタ際ニハ共ノ抗原ハ確寅ニ細菌性デア

Jレ。

第二o L 1ムベヂン「現象ガ陰性デアルパカリデナク，煮沸熱ーヨリテ抗原性能働力

j／低下シタ揚合ニハソレハ確賓ニ非細菌性デアJレ。

此ノ二ツノ 事賓ニ基イテ或Jレ物質ヵ・碓ニ細菌性デアルカ，或ハ非細菌性テ．アルカテ

鑑別スJレコ トガ出来Jレノデアル。

ソコデLfムペヂンり研究ハ悪性腫蕩ノ原因ヵー果シテ細菌性デアルカ， 或ハ非細菌

性デアルカト言フ問題ノ解決ニ向ツテ重要ナ寄興テ嬬スコトカ、出来Jレ。

今日？デノ検査（松本・日高・青柳）デハ藤浪・稲本株ノ；家鶏粘液肉腫ノ原因ハ，微生物

デナ クレパナラ ヌ。 人間ノ紡鎌細胞肉腫モ亦タ微生物性デアル。フレキスネル型ノ白

鼠癌モ亦タ共ノ原因ハ微生物デアルト言 7結論ニナツテ来タ。 ソレハ此等ノ悪性腫蕩

ハ凡テ明白ニL 1ムペヂン寸現象テ示スカラデアJレ。悪性臆蕩テ研究ス ルヨト ニ興味テ

持ツ人及ピ之テ研究スル義務ノアル墜者ハ此ノ L1ムペヂン寸現象テ正シ ク追試セスツf

ナルマ九コレハ彼等）；義務ノーツデアロウ。

IWチ一定ノ微生物ノ 侵入ーヨリテ炎症 ト言フ費化テ起スコ トモ アルシ， 7 タ微生物

ノ種類ヤソノ侵入ノ仕方ニヨリ テハ（例へパ細胞内侵入）結締織細胞ノ悪性増殖或ハ

Lエピテ Jレ寸細胞ノ悪性増殖テモ起スモノト考へテヨイ。

人間ニ来Jレ描腫ニ就テハ今日？デLイムペヂン寸現象ガ立謹サレテ居ラヌ。併シ此ノ

陰性ノ結果カラL人間癌腫ノ原因ハ微生物 デハナイ・1ト断言スルノハ 7 ダ早ィ。 L刺戟「

ガ癌ノ原因デアルナドノ設ハ，共ノし刺戟「ナルモノテ性質的ニ及ピ分量的ニ ＝ 帥チ

製術的ニ ＝ 限定スルコトガ出来ヌ以上何等製術的意義テ嬬サヌモ／デアル コトハ申

ス迄モナ 4。

議個臆蕩ノ：或ノレ種ノモノハ時カニ微生物性デアJレトシテサテソレガ診断治療ノ上ニ

如何ナル用テ排 スツレカ ト言 フ問題ニ針シテハ． 今念ニMントモ申サ レ7 セヌ。叉念ニ

寅用ニ鵡ラナク テモ研究ハ真理テ目的 トスルモノグ， 真理ニ一歩デモ接近シ得レノリ

レデヨ4ト考へ？ス。

L~ ムベヂ ン1現象ノ賞用上ノ膝朋ハ現今で般竺T費用．サゲ烹！置」f抑菌性製努ljノ縄本的

ノ改良デアリ 7 ス。

現在行ハレテ居Jレ免疫元ヤ抗元ノ製出ーハ Lfムベヂン寸ト言フ考慮ヵ・少 シモ這入ツ
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ア居ラヌ。併シL4ムペヂン寸ハ免疫費生テ阻害スル物質デアJレカ’故ー是非共大ナリ ノj、

ナリソレテ取リ去ツタモノテ≫！！＼用セヰ・バナラヌノデア Jレ。

先ヅ非特殊性細胞賦活剤トシテ知ラレテ居Jレし才ムナヂン寸中ーハゴド病原性細菌ガ含

有 サレテ居Jレガ，同時ニL1ムベチーン1モ多量ニ含有 サレテ居Jレカラ，原L寸ムナヂン寸テ

使用スJレヨリモソレテ30分間100度ニ煮沸シテ Lfムペヂン寸テ消却シタモノテ使用ス

Jレ方ガ飴程効果ヵ・大トナルノデアル。？タ此ノ Lイムベヂン1破却L才ムナヂン寸ノ 方ガ

毒力モ徐程徴弱トナ JレノデアJレ。勿論共ノ；様ナ面倒テ スル ヨリモ手近カノ任意ノしコ

クチグン「ラ使用スル方ガ夏ニヨ 4ノデアル。

特殊性細菌製剤デモ従来ノ Lワクチン寸類ハ凡テL fムベヂン「テ含有シテ居Jレカラ ソ

レヨリ モLfムベヂン1テ破却シタモノ印チ純Lコクチグン「或ハー基液煮沸Lワクチン1ノ

ヵ－ヵ・毒カ1j、ニシテ効力造カニ優秀デアルコトハ各種ノLワクチン寸類テR 十分ニ立読サレ

Jレニ至ツタ。しワクチン寸ヨリモLコクチグンー1ノ方ガ比較的ニヨ fト言フ I テナク．発

疫阻止物質テ含有シテ居Jt.-Lワクチ ン寸類ハ使用テ全礎セネバナラヌト言 フ／ガ 研究カ

ラ導カレタ結論グアル。

J1t際Lfムベヂン寸合有ノ Lワクチン寸類テ長イ時日ノ間貯臓シテ置イ テモ，Lfムベヂ

ン1ハ決シテ減少セヌノ iナラス菌鯉力ラダンダンニ基波ノ中へ移行シテ基液中 ILイ

ムペヂン「含量ハ次第二大量トナルコトモ立謹サレルニ至ツタ。

コツホ氏 ） Lツベルクリン1類ノ 製造ニ向 ツテモ従来Lfムペヂ ン寸／概念ガ全ク無カ

ツタ。併シ青柳・林諸氏ノ研究ノ結果ハ共ノ製品ーハL 1ムベチン1自日チ発疫阻止物質

ガ含有サレテ居Jレコトモ明白トナツタ。

俸研fャ大血~·；デ製／：H シタしツベルクリ ン1中ニハ非常ニ。．イムペデ ン1ガ含有サレテ居

Jレ。北研ノLツベルタリン1中ニハLfムペヂン勺ガ含有サレテ居ラヌカ1共 ノ抗原性能

働力ハ非常ニ減弱シテ居Jレコト ガ立誼サレタ。コレハ基液テ10分ノ lニ漉縮スJレ目的デ

北研デハコツホノ ：筆デ消毒シタ結按菌肉汁培養テ揖氏98度 デ7時間モ煮詰メタモノ

故，」fムペヂン1モ消却サレタガ禿疫元性能働力モ減弱スルニ歪ツタモ Yデアル。 コ

／様ナコトヵ・Lfムベヂン「ノ研究ニ附帯シテ判明シテ来タ。

自Pチ現今日本デモ散米デモLワクチン1テ作ツタリ Lツベ‘Jレクリン寸テ作ツタリスル人

ノ々 考へ／中ニハ l イムベヂン寸 毛無クレパ亦タ加熱ニ針シ抗原性能働JJJl如何様ニ

減楊シテ行クカト／考モ無ク． 軍 ニ無闇矢鱈ニ製品テ作ツア居Jレモノ デアJレコトガ諒

解サレJレノデアル。是ハ製術ノ ：属品モ強防治療等ノ錦ニモ遺憾ナコトデアJレ。

京都ノ教室カ ラハ各種ノ立誼ガ内外ニ稜表サレテ今ヤL1ムベヂン1 含有発疫元ハ毒

力大ニ シテ効力小ナノレコトガ十二分ニ立謹サレア居Jν。 感情ノ行キ懸リグー，二ノ ；者
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ガ真理テ民理トシテ認j Jレコトガ什1来ナクテモ同門ノ謬徒ハ此ノ賞理テ擁護スJレコド

ニ努力シテ呉レJレテアロク。

L 4ムペヂン1 ノ研究ハ賞用方面ニハ所謂 Formol-Anatoxin或ハ Ricinolat-Toxin

ナドノモ／ト鵬接スル様ニナツタ。自Pチ生態ノ発疫元ニしフ才 Jレマーリン1 テ加へタリ，

或ハ Natriumricinolat ア加ヘタリシテ毒カ テ減ジタ モノ ーデモ L1ムペヂン寸ガ含有

サレテ居Jレカ否カ／問題デアJレ。此黙デハ多少ノ研究結果ガアル ） tデコレカラ途行

スペキモノガ多 4。今迄ノ所デハ破傷風毒，寅挟的塁審カラ作ツタ Anatoxin中ニモ原

毒素ト同一程度ニL fムベチン可ガ含有サレテ居Jレト言フ結果テ得テ居Jレ（鹿間）。

細菌ニ特殊ノ操作テ加ヘテ無毒化シタト稿セラ Jレル Bc G株ニモLfムペヂン「ハ

明白＝存在シ テ居，... ＇共ノ詳細ハ研究中デア Jレガ， 兎ニ角ニ Bc G ーモ L1ムペチ

ン寸ガ含有サレテ居Jレカラ，モシ Bc G ガ有効ト言フ ナラハソレヨリモL1ムペヂン寸

テ破却シタモノガ夏ニ有効トナ Jレ誇デアJレ。

有馬大縄民等ノ培養ニ成Jレ結緩菌モ無論L1ムペヂン寸テ産生スJレモノデ立誼明白デ

アJレ。従テソ レヨリモ無L1ムベヂン1抗原ノ方ガ毒カ小ニシテ効力大ナル諜デアル。

L 1ムペヂシ1 ノ研ラピハ，一面 Anatoxin, Ricinolat-Antigen 他面 BCG, A 0, 

Tuberkulostromi11等テ比較／封照ト シテ逐次研究ノ歩テ準メツ、アルニ反シテ此等後

者ノ主唱者ハ少シモ自分自身ノヤツタモ／以外ノ研究結果テ比較ノ針照トシテ居ラズ

自分自身テ Dogm九ノ；様ニ主張シテ居Jレノ ハ真理テ遁窮スル者 J立場カラ概ズJレト少

々奇異ナ感テ懐カセルノデアJレ。併シナガ ラ人ハドウデモヨ f，同門ノ謬徒ハ員理 l

掲ニ真理テj晶求ス Jレノ態度ヲ持テ、ハナラヌ。

ソレデL1ムベヂン1壊設カラハ今後抗犬病，破傷風，賞扶的果等ノ ：免疫ニ向ツテ煮

沸莞疫元ノ原理ヵ・適用HI来Jレカドクカト言 フ研究カ。盛サレテ居Jレ。 此中デ狂犬病ニ就

テハ煮沸発疫元ノ原理ガ適用出来Jレト言 フコトハ先年中川三朗氏ノ研究（未護表）デ大

抵明トナリ，今回数室 ノ中村正雄氏ノ研究デ夏ニ明白 トナ ツテ来タ。 コレハ可能デア

ルコト確賞ナリ。賞扶的累ニモ煮沸免疫元ノ原理'J:l遁用可能デアルペキハ殆ンド疑テ

容レズ。 一番困難ト思ハレルノハ破傷風ノ免疫ニ向ツテ煮沸菟疫元テ用フ可キカ否カ

ノj黙デアル。何トナレパ此際Lコクチゲン寸デハ毒カガ1800分ノ l位ニ減弱シ，非常ノ相

違 トナJレカラデアJレ。 併シコレトテモ少シノ工夫ニ由ツテ出来Jレ様ニナルデアロウト

考へJレ。政デ附ク加へJレガ，天然痘ノ免疫ニ煮沸免疫元ノ可能ナ Jレコ トハ確定的 ト見

倣シテヨ 10 

煮沸尭疫元ノ研究ハ他方面ニ於アハL免疫元1ナノレモノ、本態的物質ハ果シテ 何物デ

アJレカ トノ：疑問ニ楠レル様ニナツ テ此黙モ研究サレタ。 卸 チ従来重要視サレテ居ル蕗j
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慌ソレ自身ハ決シテ発疫元ノ：本態的物質デハナ fト言フ結論ニナツタs

斯クナレバ菌腫テ主力トスルLワクチン寸論者ハ何等カノ：方法デ自家／主張ノ疋嘗ナ

コトテ立謹スルカ，或ハ莞疫元町チ菌韓浮砕波ト言フ自家ノ：主張テ施策シテLコクチグ

ン「ノ軍門ニI（挙参スルカ二者何レカテ取ラヰパナラヌノデア Jレ。併シ何鹿テ見渡シテモ

共ノ様ナ男ラシ 4態度テ示ス患者ハ見嘗ヨヌ。然シナガラ人ハドクデモヨし同門ノ

感徒ハ買：.fillノ：馬ニ貫理テ渇仰スルノ態度ヲ捨テ、ハナラヌ。

煮沸莞疫元ノ研究ハ他方商ニ於テハ免疫成立機輔が何事デアルカト言フ疑問ーモ接

鯛シテソノ研究モ行ハレ ソレカラ生レタモノハ局所発疫デアル。今日デハL尭疫元1

ナJレモノハ腰質微粒子デソレハ健康ナ角膜ハ勿論， 角質テ持ツテ居ル健康表皮カラモ

深部へ吸牧サレテ，其庭ニ先ツ’局所性発疫テ発生スJレモノデアJレコトガ明白トナツ テ

＊九郎チ組織中ニ在Jレ府義ノ喰細胞ト完唯元トシテノ臨質微粒子トノ間ニハ一定／

親和力 （Chemotaxis）ガ行ハレテ，発疫元カ’細胞中へ嬬取サレ消化サレテ王室＝始メテ

発疫 （Aktiveund passive lokale Immunitat）ガ成立スルモ／デアルコトガ明白トナツ

テ来タ。コレハ重要ナ事項デアル。

此ノ椋ナ考察カラシ テ煮詰市突疫元ヲ角膜，表皮，口腔叉ハ上東道粘膜或ハ胃及ピ腸

ノ粘膜ニ作用セシムル療法カヂ行ハレ，特z腸管ノ局所発疫法デ中川三朗氏ハ明確ナ治

験テ得テ居Jレ。 帥チL コクチグン～、眼科，皮科及ピ胃腸fil·疾患ノ非観血性療法ニモ~

mサレJレヰ葉ニナツタ。

煮沸発疫元ノ研究ハ他方面ニ於テハ非特殊性細胞賦荊療法ト特殊性療法トノ比較テ

必要トナシ，共ノ結果煮沸発疫元ハ特殊発疫元トシテモ有効ナ JレJ tナラス．非特殊性

細胞賦活剤トシテモ亦タ頗Jレ優秀ナ Jレモノタルコトガ立謹サレルニ至ツタ。 ソレハ喰

艦作用テ昂進サセJレ特長ガアJレノニ蹄着スルモ／デアJレ。 L才ムナデン寸テ排シテ任意

ノ煮沸免疫元例へパ連鎖AA球菌葡萄jjJ：球菌等ノ煮沸免疫元テ推奨スルノハ此ノ理由デ

アJレ（商l文参照）。

7 タ手術前，手術後等ニ局所及ピ全身ノ抵抗テ昂進サセ， Z象後テ仕良ニ導ク目的＝

t提言スレパ喰燈作用ノ特殊性及ピ一般的昂準テ企ヅル目的＝テ以テ煮沸発疫元テ利

用スルコトモ合理的トナル諦デアJレ。所謂Vaccinationpreoperatoireト言ハス＂Vaccination

postoperatoireニモifl'Lj クチゲン「帥チ無L1ムベデ ン1抗原テ使用スJレコトハ有意義ナ

課 デアル。

L fムペヂン寸ノ研究ハ他方・ニ於テハソレテ破却スルモノハ煮沸熱エ限Jレカ或ハ他J

政射線デモソレガ破却サレ作ルカト言 フ問題テモ取扱フコトニナツタ。共ノ成績ニヨ

レパ紫外線維テ日光直射及ピ X線放射ニヨリテモ亦タLfムベチン1ガ破却サレテ行ク
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コトガ誼明サレタ（字野・石谷）。 ~p チ今日起ノ所デハLi ムペヂン「 J ~ テ破却シテ抗

原性ノミテ保存スルコトノ、Lフ才 Jレ7 リン1 等ノ薬剤デハ不可能デアJレガ，煮沸熱紫

外繰， X 繰等ニヨレバLfムペヂン寸 J tガ破却サレ，従テ放射後ニハ喰燈作用ガ旺盛

トナ Jレコトカ．立詮サレJレユ至ツタ。

1昌狼熱，丹毒，結核其他慢性念性ノ炎症ニ針シテ或ハ日光照射或ハ X線或ハ紫タト線

等ガ一定ノ治療的効果テ示ス理由ノ一端ガコレデ諒解出来Ji-。 ピーヤ数段ノ化膿竃ニ

針ス Jレ焼灼療法ガ往々頴著ノ効テ奏ス Jレノモ亦此ノ理由デ説明出来Jレo L fムペヂン寸

ノ智識無クシテハ到底之テ認識スルコトハ出来ヌ。

以上デL4ムペヂン1ナリ煮沸免疫元ナリ／研究ガ教室諸子ノ熱心ナル多年ノ研究デ

過去ニ於テ如何ナル経路テ辿リ来上目下何ノ様ナ所へ来テ居Jレカ， 7 タ今後 ドノ様

ナ針路ニ向ツテ準 i行クペキデアルカノ大惜ガ設明サレタト信ジ 7 ス。解決テ要スル

事項ハ山ノ如クニアリ。サテハ山外ニ山有リテ山霊キス1 路中ニ路多クシテ路極リ無

シ，人憂ヒ人集シムi世上ノ ：有様ニ泥7 ズ同門ノ皐徒宜シク自我テ棄テ唯是レ真理ノ鶏

ニ護 リ虞理ノ：鴎ニ闘フ可キ而己実。




